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第68期 業績のご報告
平成28年4月1日～平成29年3月31日

ごあいさつ・トップインタビュー

施工実績

テクノ菱和の技術の紹介

連結財務情報

会社概要／株式の状況
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当期（百万円） 前期（百万円）

受 注 高 59,661 64,547

売 上 高 62,234 58,032

営 業 利 益 4,421 3,440

経 常 利 益 4,508 3,669

当 期 純 利 益 3,100 2,265

当期の業績はいかがでしたか？

当期は、中期３か年事業計画の２年目として目標
達成に向けた施策を展開してまいりました。具

体的には国内では、設備改善工事の需要を取り込むた
め、引き続きライフサイクル一貫ソリューションビジネ
スを推進するとともに、医薬関連分野を中心とした産業
設備への提案営業の強化を図ることで受注量の確保に
努めてまいりました。また、海外事業では、インドネシア
共和国に現地法人を設立し現地での受注拡大を目指す
とともに、ミャンマーにおいても進出後初の受注を果た
すなど東南アジア地域での事業基盤強化を図ってまい
りました。
　その結果、当社グループの連結業績は、受注高
59,661百万円、売上高62,234百万円、営業利益
4,421百万円、経常利益4,508百万円、当期純利益
3,100百万円となり、前期に比べ、増収増益を確保する
ことができました。これは、期初に掲げた「自分の１年
間の足跡を残そう」というスローガンを全役職員が共
有し、業務に精励した成果であると考えております。

Q

A

来期の方針を教えてください。

基本的に当期の方針を継続し、医薬関連分野
を中心とした産業設備の受注に向けた取り組

みの強化とライフサイクル一貫ソリューションビジネ
スの推進、海外事業の強化などを重点施策といたし
ました。また、監査等委員会設置会社への移行による
コーポレートガバナンスの強化を図るとともに執行
役員制度を導入し、経営の意思決定を迅速化するこ
とで、更なる企業価値の向上を図ってまいります。
　来期は中期３か年事業計画の締めくくりの年であ
ると同時に、節目の年となる第70期へ向けての助走
期間でもあります。企業は業歴を重ね規模が大きく
なることで、未知の領域へチャレンジすることに慎重
になります。そこで、お客様の要望に挑戦し続け当社
の礎を築いた先達のパイオニア精神を思い起こし、
次世代に引き継ぐことができるよう「創業時の原点
に還ろう」というスローガンを掲げました。

Q

A

来期の業績見通しを教えてください。

景気回復による物価上昇に伴い実質所得の低
下が個人消費を下押しすることが懸念されるも

のの、全体としては緩やかな回復基調が続くことが予想
されます。
　建設業界におきましては、企業収益の改善を背景と
して設備投資が堅調に推移されることが予想される

Q

A

（注） 本報告書において、当期純利益は「親会社株主に帰属する当期純利益」を指します。

トップインタビュー Top Interview

当期の建設業界を取り巻く環境は
いかがでしたか？
当期の国内経済は、雇用・所得環境の改善を
背景として個人消費の底堅さが見られ、円高

傾向の是正や在庫調整の進展により企業収益の改
善が進んだことから、緩やかな回復基調で推移した
ものの、米国のトランプ新政権の政策運営や英国の
ＥＵ離脱問題など政治・経済面での先行き不透明感
は拭えない状況が続きました。
　建設業界におきましては、企業収益の改善を受け
て、既存設備の維持・更新需要が底堅く推移してお
り、補正予算による公共投資の持ち直しも見られる
ことから、堅調な受注環境が続きました。

Q

A

　株主のみなさまには、平素より格別なるご高配を賜り、

厚く御礼申し上げます。

　さて、テクノ菱和グループは、このたび第68期（平成28

年4月1日から平成29年3月31日）の決算が終了いたしま

したので、ここにご報告申し上げます。

代表取締役社長執行役員
株式会社テクノ菱和

H i d e h i k o  K u r o d a

ごあいさつ

トップインタビュー

Message

経営理念

「空気と水のテクノロジー」を通じて
環境にやさしい生活空間の創造を目指す。

環境エンジニアリングを中核事業とし、
ひろくお客様から「信頼」される企業を目指す。

人材の育成・教育を重視し
働き甲斐のある企業を築き、社会に貢献する。

行動規範三訓

逞しい心身の鍛錬

意志疎通の徹底

技術力の研鑚
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株主のみなさまへの
メッセージをお願いします。
当社といたしましては、今後も医薬関連を軸
とする産業設備分野での専門技術の蓄積に

取り組み、当分野での優位性を確保するとともに、企
業競争力の強化のため、社員教育に積極的な投資と
支援を行いバランスのとれた信頼される人材を育成
し、景気に左右されない安定した経営基盤の確保に
努めてまいります。
　当期の期末配当金につきましては、業績ならびに
今後の事業展開等を勘案いたしました結果、1株に
つき11円とし、年間では前期より3円増配となる1株
につき20円とさせていただきました。
　当社グループのより一層の発展に向けて、全力で
取り組んでいく所存でございますので、株主のみな
さまにおかれましては、今後ともご指導賜りますよう
お願い申し上げます。

Q

A
本物件は、同大学青葉山新キャ
ンパスのキャンパスモールに面
した図書館、講義室、食堂・厨房
を併設した学習と交流の拠点で
あります。
図書館エリアとメディアラウンジ
は、床輻射空調を採用することで
ドラフト感の無い空間となり、快
適性と省エネ性を兼ねそろえた
施設となっております。

東北大学青葉山新キャンパス　青葉山コモンズ

概 要
竣工年月 2016年6月

施 工 地 宮城県仙台市

建物用途 大学

延 床 面 積 9,955.08㎡

物件形態 地上2階

工事範囲 空調・衛生設備工事

本物件は、同社が製造するジェネ
リック医薬品の生産能力の増強
のために、既存工場の近接地に
建設された工場棟・品質管理棟・
物流棟が一体となった包装専用
工場です。
クリーンルーム施設には故障や
点検時に空調機を止めずに作業
ができる工夫がなされており、メ
ンテナンス性の向上を図ってお
ります。
また、当社開発の中央監視シス
テム（TECBEAMS®）を導入し、主
要機器の細やかな制御を実現し
ております。

沢井製薬株式会社三田西工場

概 要
竣工年月 2016年9月

施 工 地 兵庫県三田市

建物用途 医療用医薬品包装工場

延 床 面 積 17,517.00㎡　

物件形態 地上4階

工事範囲 空調・衛生設備工事

ものの、東京オリンピック・パラリンピック開催に向け
たインフラ整備の本格化に伴い、今後は徐々に人手不
足によるコスト上昇圧力が増してくることが懸念され
ます。
　このような状況のなか当社グループといたしまして
は、お客様の要望に寄り添った提案営業を推進するとと
もに、ライフサイクル一貫ソリューションビジネスを実
践することで、更なる受注拡大を目指してまいります。
　来期の連結業績見通しにつきましては、受注高
59,800百万円、売上高62,000百万円、営業利益
2,700百万円、経常利益2,850百万円、当期純利益
1,850百万円を見込んでおります。

来期予想（百万円）

受 注 高 59,800

売 上 高 62,000

営 業 利 益 2,700

経 常 利 益 2,850

当 期 純 利 益 1,850

トップインタビュー 施工実績 AchievementsTop Interview

監査等委員会設置会社への移行および執行役員制度の導入について

当社は、取締役会の監督機能の強化によるコーポレート・ガバナンスの一層の充実を図るため、本年６月28日付けで
監査等委員会設置会社に移行いたしました。また同日付けで執行役員制度を導入し、執行役員への権限委譲により
経営の意思決定の迅速化を図ることで、今後も更なる企業価値の向上に努めてまいります。なお、制度導入後の取締
役・執行役員体制につきましては９ページをご覧ください。

ＴＯＰＩＣＳ

本物件は、埼玉県の地域医療支
援病院であり、県内に４か所設置
された疾患別医療センターのひ
とつとなります。既存施設の老朽
化に伴い、医療の高度化に対応す
るため、整備が進められました。
空調方式はＧＨＰによる個別空
調、パッケージユニット方式でＶ
ＡＶ方式を採用し、埼玉県環境配
慮方針に準拠した省エネ施設と
なっております。

埼玉県立循環器･呼吸器病センター新館棟

概 要
竣工年月 2017年1月

施 工 地 埼玉県熊谷市

建物用途 病院

延 床 面 積 14,312.83㎡

物件形態 地上4階

工事範囲 空調・衛生設備工事
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12
「環境のトータルエンジニアリング」企業である
私たちテクノ菱和の技術をみなさまにご紹介いたします。

計装技術
当社は、設計、施工、メンテナンスから運用、コンサルティングまで最適なサービスを
ワンストップで提供する「ライフサイクル一貫ソリューションビジネス」を展開しております。
今回はそのなかでも重要なキーワードとなる「計装技術」についてご紹介いたします。

当社の計装技術を用いた医薬品製造工場向け中央監視システムを紹介いたします。

医薬品は製造過程やその要件を厳格に定めた
「医薬品ＧＭＰ」を満たした設備で製造されること
が求められます。当社は長年培ってきた計装・制
御技術やデータの計測・活用技術を応用し、医
薬品ＧＭＰに準拠したＣＳＶ※対応中央監視システ
ムである「ＴＥＣＢＥＡＭＳ＋Ｐ」を展開しております。

※ ＣＳＶとは「Computerized System Validation（コンピュータ化システ
ムバリデーション）」の略です。医薬品の開発から製造において使用される
コンピュータ化システムが、正しく開発され導入され運用されることを確実
に確認して証拠を残しておくことで、製造された医薬品の品質および品質
保証に問題が無いことを保証することです。

◆ 環境モニタリング機能と中央監視機能を一元化
従来個別のシステムであった環境モニタリング機能と
中央監視機能を融合することで、最適な環境管理と設
備運用を低コストで実現できます。

◆ ニーズに合わせたＣＳＶドキュメントを提供
ＣＳＶドキュメントを標準パッケージ化しております。カ
スタマイズも可能ですので、お客様のニーズに合わせ
たドキュメントを提供することができます。

□ＪＩＳ規格では「計装」を『計測装置、制御装置を装備すること』と表しています。
□ 建設業法では「計装工事」という種別はなく、管工事や電気工事等に付随する技術です。
□ 一般的には「自動制御技術」といったほうがイメージし易いかもしれません。
□ 高度な空調・省エネシステムは、空調技術と計装技術が融合してはじめて真価を発揮します。
□ 当社はこの技術を空調設備のみならず、製品製造プロセスの制御・監視まで幅広い用途に活用することで、 

お客様の省エネ活動を支援しております。

計装技術とは？

　計装技術を応用したエネルギーの「見える化」システムはライフサイク
ル一貫ソリューションビジネスを展開する上で欠かせないアイテムとなり
ます。当社は計装技術部を中心に関連技術の研究開発を行っており、現
在ではクラウド上で収集したデータを「見える化」するだけでなく、運用支
援をご提案するサービスを展開しています。今後はＡＩを活用した熱源管
理や室内環境制御技術など、更なる省エネ運用をご提案できる研究開発
に取り組んでまいります。

当社の取り組み

製品の特長
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2017年3月31日現在

無形
固定資産
184

有形
固定資産
3,005

資産の部
55,851

流動資産
40,818

投資その他の資産
11,842

2016年3月31日現在

資産の部
52,491

流動資産
37,439

投資その他の資産
12,888

2017年3月31日現在

流動負債
20,566

純資産
33,152

固定負債
2,132固定負債

2,607

負債純資産の部
55,851

2016年3月31日現在

流動負債
18,717

純資産
31,167

負債純資産の部
52,491

無形
固定資産
220

有形
固定資産
1,943

第68期 （2016年4月1日～2017年3月31日）

期首残高
10,159

営業活動による
キャッシュ・フロー

4,723

投資活動による
キャッシュ・フロー

△1,327

その他
△3

財務活動による
キャッシュ・フロー

△310

3,081百万円の資金増加
期末残高
13,240

資産の部
流動資産における現金及び
預金の増加30億円、固定資
産における土地の増加10億
円を主な変動要因として、資
産合計は前期末と比較して
33億円増加し、558億円と
なりました。

負債の部
流動負債における電子記録
債務の増加60億円、支払手
形･工事未払金等の減少41
億円を主な変動要因として、
負債合計は前期末と比較し
て13億円増加し、226億円
となりました。

純資産の部
利益剰余金の増加26億円、
その他有価証券評価差額金
の減少9億円を主な変動要
因として、純資産合計は19
億円増加し331億円となり、
自己資本比率は前期末と比
較して0.1ポイント低下し、
59.3％となりました。

キャッシュ・フロー
税金等調整前当期純利益の
計上による資金増加44億円、 
有形固定資産の取得による
資金減少12億円を主な変動
要因として、現金及び現金同
等物は、前期末と比較して30
億円増加し、132億円となり
ました。

受 注 高 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

貸借対照表の概要 キャッシュ・フローのポイント（単位：百万円） （単位：百万円）

テクノ菱和 検索

59,661百万円 62,234百万円 4,508百万円 3,100百万円
＜ 前期比 7.6％減 ＞ ＜ 前期比 7.2％増 ＞ ＜ 前期比 22.9％増 ＞ ＜ 前期比 36.9％増 ＞

売上高の推移受注高の推移 経常利益の推移 当期純利益の推移（単位：百万円）（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

第66期

54,168

58,032

第67期

62,234

第68期

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0
第66期

57,934

64,547

第67期

59,661

第68期

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0
第66期

2,368

3,669

第67期
4,508

第68期

5,000

0

2,000

1,000

3,000

4,000

第66期

1,284

2,265

第67期

3,100

第68期

3,500

0

1,500

1,000

500

2,500

2,000

3,000

詳しい情報はウェブサイトヘ

受  注  高  構  成  比

財務のポイント一般ビル設備工事
39.1% 23,328百万円
当期は、前年に大型案件の受注が
あった反動から、前年比では受注量
は減少いたしました。今後は継続的に
設備の更新需要を取り込み、学校や
病院等のインフラ需要にも対応し、受
注量の確保に努めてまいります。

23,328

第68期

28,658

第67期

36,645

第68期

35,735

第67期

設備改善工事
61.4% 36,645百万円
施設のロングライフ化に貢献するメ
ンテナンス工事と経年劣化した設備
の機能回復や、より効率的なシステ
ムへの見直しを図るリニューアル工
事を中心とした事業分野です。

（単位：百万円）（単位：百万円）

連結財務情報 Consolidated Financial Information

産業設備工事

当期は、緩やかな景気回復基調を背
景に、製造業の設備更新需要が底堅
く推移したことから、医薬品関連施
設を中心に前期を上回る受注量を
確保できました。今後も医薬関連分
野を中心とした産業設備の受注シェ
アを更に伸ばすとともに、ライフサ
イクル一貫ソリューションビジネス
体制によりお客様との関係強化を推
進してまいります。

54.2% 32,339百万円

電気設備工事
5.1% 3,065百万円
連結子会社の松浦電機システム株式
会社が発電設備、太陽光発電やLED
照明などの省エネルギー技術の提
案・施工・メンテナンスを実施してお
ります。

32,339

第68期

32,228

第67期

3,065

第68期

2,818

第67期

（単位：百万円） （単位：百万円）

冷熱機器販売
1.6% 928百万円
設備工事に関する空調機器等の販売を行って
おります。

（総受注高に対する割合を示しています。）
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会社概要　（平成29年3月31日現在） 役員　（平成29年6月28日現在）

発行済株式の総数
当期末現在の株主総数

金融機関
（6,010,836株 26.3%）

金融商品取引業者
（36,853株 0.1%）

その他法人
（6,035,614株 26.4%）

外国法人等
（1,459,911株 6.4%）

個人・その他
（9,345,390株 40.8%）

株式数

金融機関
（12名 0.2%）

金融商品取引業者
（20名 0.3%）

その他法人
（151名 2.2%）

外国法人等
（74名 1.1%）

個人・その他
（6,620名 96.2%）

株主数

22,888,604株
6,877名

株式の状況

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

テクノ菱和取引先持株会 2,207 9.6

三菱重工サーマルシステムズ株式会社 1,424 6.2

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 1,131 4.9

株式会社みずほ銀行 1,131 4.9

東京海上日動火災保険株式会社 906 3.9

株式会社名古屋銀行 738 3.2

明治安田生命保険相互会社 734 3.2

株式会社京葉銀行 723 3.1

近重 次郎 672 2.9

テクノ菱和従業員持株会 670 2.9

大株主

株式の分布状況

会社概要／株式の状況 Corporate Information / Stock Information

商 　 　 号

設 　 　 立

資 本 金

上 場

従 業 員

本 社

登記上の所在地

事 業 内 容

株式会社テクノ菱和
（英文表記 TECHNO RYOWA LTD.）

昭和24年12月23日

2,746,800,000円

東京証券取引所市場第二部

652名（連結760名）

東京都豊島区南大塚2丁目26番20号

東京都港区芝大門2丁目12番8号

当社グループは、産業用空調、冷暖房、給排水、衛生、電気
設備等の設計・施工管理といった設備工事業ならびにそれ
らに付帯する業務を行っております。お客様のビジョンの実
現に向けた計画提案、設計、施工、設備診断、アフターメン
テナンスといったワンストップサービスを通じて、お客様を
総合的にサポートしてまいります。

■ 産業設備関連事業 ■ 太陽光発電事業
■ 一般ビル設備関連事業 ■ 不動産賃貸事業
■ 電気設備工事業 ■ 保険代理事業
■ 冷熱機器販売事業

取締役

執行役員

代 表 取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役（社外）

取締役常勤監査等委員

取締役監査等委員（社外）

取締役監査等委員（社外）

社 長 執 行 役 員

専 務 執 行 役 員

専 務 執 行 役 員

常 務 執 行 役 員

常 務 執 行 役 員

上 席 執 行 役 員

上 席 執 行 役 員

上 席 執 行 役 員

上 席 執 行 役 員

上 席 執 行 役 員

上 席 執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

黒 田 　 英 彦

飯 田 　 亮 輔

知 見 　 扶 公

鈴 木 　 　 孝

根 岸 　 孝 雄

楠 本 　 　 馨

雑 賀 　 純 二

小 栗 　 章 雄

本 間 　 正 広

黒 田 　 英 彦

飯 田 　 亮 輔

知 見 　 扶 公

鈴 木 　 　 孝

星 野 　 宏 一

松 橋 　 秀 明

根 岸 　 孝 雄

黒 田 　 長 憲

窪 　 　 和 敏

加 藤 　 雅 也

福 士 　 富 三

大 石 　 　 勉

永 崎 　 公 幹

鈴 木 　 俊 夫

袴 田 　 一 博

齋 藤 　 吉 信

企業集団の状況 ※連結子会社

所 在 地
主要な事業の内容

大阪府大阪市
空調衛生設備工事業

株式会社アール・デザインワークス

所 在 地
主要な事業の内容

インドネシア共和国
空調衛生設備工事業

PT.TECHNO RYOWA ENGINEERING※

所 在 地
主要な事業の内容

東京都港区
保険代理業

株式会社ダイヤランド

所 在 地
主要な事業の内容

東京都新宿区
空調衛生設備工事業

東京ダイヤエアコン株式会社※

所 在 地
主要な事業の内容

愛知県名古屋市
空調衛生設備工事業

菱和エアコン株式会社※

所 在 地
主要な事業の内容

大阪府守口市
電気設備工事業

松浦電機システム株式会社※

機
器
販
売

機
器
販
売

施
工

得意先

空調衛生設備工事業 冷熱機器販売事業

子会社
松浦電機システム（株）※

電気設備工事業

子会社
（株）ダイヤランド

保険代理業

子会社
東京ダイヤエアコン（株）※　菱和エアコン（株）※

PT.TECHNO RYOWA ENGINEERING※

（株）アール・デザインワークス

空調衛生設備工事業

施
工

施
工

機
器
販
売

受
託

外
注
施
工

ご優待内容
ご優待品「特選茶」

株主優待制度のお知らせ
当社株式を決算期末日に100株以上ご所有の
株主様に静岡の新茶をプレゼントいたします。

ご所有株式数1,000株以上 静岡の新茶2パック贈呈
ご所有株式数100株以上1,000株未満 静岡の新茶1パック贈呈

技術開発研究所（東京都世田谷区）
東京本店（東京都豊島区）
千葉支店（千葉県千葉市）
茨城支店（茨城県土浦市）
北関東支店（埼玉県さいたま市）
東北支店（宮城県仙台市）
横浜支店（神奈川県横浜市）

名古屋支店（愛知県名古屋市）
静岡支店（静岡県静岡市）
大阪支店（大阪府大阪市）
中国支店（岡山県倉敷市）
九州支店（福岡県福岡市）
海外事業部（東京都豊島区）

主な事業所
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〒170-0005 東京都豊島区南大塚2丁目26番20号
お問い合わせ ＴＥＬ：03-5978-2541

環境に優しい植物油インキ
を使用して印刷しています。

特別口座に記録されている株式は、証券市場での売買を行うことができません（単元未満株式は除く）。また、特別口座で管理されて
いる株式は相続や贈与時のお手続きが煩雑になってしまいます。
ご所有の株式が特別口座に記録されている場合は、証券会社等に一般口座を開設し、特別口座から株式をお早めにお振替え下さい。
詳しいお手続きにつきましては三菱UFJ信託銀行にお問い合わせ下さい。

特別口座をご使用の株主様へ　お早めに株式をお振替え下さい

お手続き 　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

お問い合わせ先 　〒137-8081　東京都江東区東砂7丁目10番11号　TEL:0120-232-711 （通話料無料）

   株主メモ

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

基 準 日

株主名簿管理人および
特 別 口 座 管 理 機 関

同 連 絡 先

単 元 株 式 数

公 告 掲 載 Ｕ Ｒ Ｌ

諸 手 続 き
お 問 い 合 わ せ 先

4月1日から翌年の3月31日まで

毎年6月

定時株主総会　3月31日
期末配当金　　3月31日
中間配当金　　9月30日

東京都千代田区丸の内1丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部 
〒137-8081 東京都江東区東砂7丁目10番11号
TEL 0120-232-711（通話料無料）

100株

http://www.techno-ryowa.co.jp/
（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない事由が生じた時には、日本経済新聞に公告いたします。）

【住所変更、買取請求その他各種お手続きについて】
●証券会社をご利用の株主様
　お取引の証券会社等にお問い合わせ下さい。
●特別口座に記録された株式をご所有の株主様
　特別口座の口座管理機関である三菱UFJ信託銀行株式会社にお問い合わせ下さい。

【未受領の配当金について】
　未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。


